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本日、みなさまにお伝えしたいこと

１ 日本空港ビルデングについて

２ 羽田空港について

３ 羽田空港をとりまく環境

４ 羽田空港機能強化への対応

５ 中期経営計画（2026-2030年度）

６ 現在と今後

７ 株主還元方針・株主優待のご紹介



日本空港ビルデングについて
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会社概要

会社概要
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事業概要

成都双流
国際空港

¸物販店舗の運営
¸卸売

海外空港
運営参画

¸パラオ
¸ウランバートル

その他
（空港外）

¸物販店舗の
運営

羽田空港 国際線

¸旅客ターミナルビルの建設・

管理運営

¸駐車場の管理運営

¸旅客案内・館内警備

¸不動産賃貸

¸免税店等の物販店舗の運営

¸飲食店舗の運営

¸機内食の製造・販売

成田国際空港

¸免税店等の物販店舗の

運営

¸卸売・飲食店舗の運営

¸機内食の製造・販売

中部
国際空港

¸免税店の運営
¸卸売関西

国際空港

¸免税店の運営
¸卸売

熊本
国際空港

¸空港運営
（SPC出資）

羽田空港 国内線

¸旅客ターミナルビルの建設・

管理運営

¸駐車場の管理運営

¸旅客案内・館内警備

¸不動産賃貸

¸物販店舗の運営

¸飲食店舗の運営
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日本空港ビルデングの歴史

Â戦後の財政窮乏の状況下、ターミナル建設を目的に100％民間資本により設立

Â首都圏航空需要の増加に合わせて、羽田空港の発展とともに事業を拡大

第2ターミナル
（国内線・国際線）

第1ターミナル
（国内線）

第3ターミナル
（国際線）

Â 1953年
当社設立

Â 1955年
羽田空港開館

Â 1993年
第１ターミナル供用開始

Â 2004年
第２ターミナル供用開始

Â 2010年
第３ターミナル供用開始

Â 2020年
第２ターミナル国際線施設供用開始

Â 2025年
第２ターミナル北サテライト-本館接続部
供用開始

Â 2026年
第１ターミナル北サテライト供用開始予定



羽田空港について
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羽田空港の特徴①

東京湾の海上に位置する24時間運用空港＞＞＞＞＞海上空港であるため24時間運用可能



9

羽田空港の特徴②

Â 羽田空港は、都心へのアクセスがよく、日本の空の玄関と呼ばれる国内航空ネットワークの最大拠点

Â 2010年の国際定期便就航により、国際航空ネットワークの拠点でもある「内際ハブ空港」

ṕ202 6 5 Ṗ

Ḳ 60Ṍ70

Ḳ 30Ṍ50

Ḳ 40Ṍ60

( ) Ḳ 15Ṍ20

( )Ḳ 25Ṍ40

Ḳ 80Ṍ100

交通機関 起点 時間

東京モノレール 浜松町 13分

京急 品川 13分

リムジンバス
東京ディズニーリゾート 約45～60分

東京（八重洲） 約25～40分

京急バス

横浜 約30分

川﨑 約45分

木更津 約35～50分
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羽田空港 成田空港

空港の種類 国管理空港 会社管理空港

空港管理者 国（国土交通大臣）
NAA

（成田国際空港株式会社）

土地保有者 国（国土交通大臣） NAA

基本施設 滑走路
誘導路
エプロン

国（国土交通大臣） NAA

管制施設 国（国土交通大臣） 国（国土交通大臣）

旅客ターミナルビル
国内線：当社（JAT）

国際線：東京国際空港ターミナル
NAA

羽田空港と成田空港の運営体制の違い

¸ 旅客ターミナルビル

¸ 滑走路/誘導路/エプロン
¸ 管制施設

建設・管理運営

設置・管理

当社

国
ˢ⁯ ῖ ˣ
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羽田空港概要

Â駐車場

ÅP1 /2,351

ÅP2 /2,315

ÅP3 /2,449

ÅP4 /3,087

ÅP5 /2,910

Â空港の総面積 1,516ha

Âエプロン /268ha ІЪАЕ/232

Â滑走路
ÅA滑走路 3,000m˷60m

ÅB滑走路 2,500m˷60m

ÅC滑走路 3,360m˷60m

ÅD滑走路 2,500m˷60m

Â旅客ターミナルビル (2025.12 Ⱳ ˣ

Å第１旅客ターミナルビル
ט /299,000
ᾧ Ệ/24т

Å第２旅客ターミナルビル
ט /372,000
ᾧ Ệ/27т

Å第３旅客ターミナルビル
ט /268,000
ᾧ Ệ/20т

D滑走路

C滑走路

B滑走路

第２旅客ターミナル

P3 P4

P2 P1

A滑走路

第３旅客ターミナル

P5

船着場

第１旅客ターミナル

2025.3.19
New Open

2026.ᴨ
ằ ᵫ◐

Â羽田空港船着場
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評価機関より高く評価される羽田空港

Â羽田空港は、英国SKYTRAX社の空港評価で世界最高評価を受賞

¸ World Airport Star Rating

世界最高評価の「５スター エアポート」を

12年連続受賞

¸ World Airport Awards 2026

３部門において世界第１位

World s Best 
Domestic Airports

14年連続

空港内の清潔さ快適性
移動時のサポートを

必要とする方への取り組み国内線の利便性や快適性

World s Cleanest
Airports

11年連続

World s Best PRM/
Accessible Facilities

8年連続



13

4,118

3,403
2,838

2,584
2,312

1,617
1,162

582 406

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

東
京
（
羽
田
）

東
京
（
成
田
）

大
阪
（
関
西
）

福
岡

札
幌
（
新
千
歳
）

沖
縄
（
那
覇
）

大
阪
（
伊
丹
）

名
古
屋
（
中
部
）

鹿
児
島

神
戸

羽田空港は他の空港と比較して多くの利用者数を誇る

Â羽田空港の利用者数は国内では圧倒的にトップ、世界でも第3位に位置
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日本全体の
航空旅客の

約27%

世界

第3位

日本の空港旅客数ランキング（2025暦年） 世界の空港旅客数ランキング（2025年暦年）

ˢ ˣ

10,630

9,519

8,556 8,449 8,443 8,358 8,242
8,4488,481

羽田空港

約9,100万人

ˢ ˣ
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就航都市（国内線）

岡山

広島

山口宇部

鳥取

米子

出雲

岩国

萩・石見

高松

徳島

松山

高知

福岡

北九州

佐賀

大分

熊本

長崎

宮崎

鹿児島

奄美大島

沖縄（那覇）

宮古

宮古（下地島）

石垣

久米島

OKJ

HIJ

UBJ

TTJ

YGJ

IZO

IWK

IWJ

TAK

TKS

MYJ

KCZ

FUK

KKJ

HSG

OIT

KMJ

NGS

KMI

KOJ

ASJ

OKA

MMY

SHI

ISG

UEO

10

17

10

5

6

5

5

2

13

10

12

10

64

24

5

14

18

14

19

24

1

30

3

1

4

1

富山

能登

小松

名古屋(中部)

大阪（伊丹）

大阪（関空）

神戸

南紀白浜

TOY

NTQ

KMQ

NGO

ITM

KIX

UKB

SHM

4

2

10

3

30

16

10

3

八丈島 HAC 3

札幌（千歳）

稚内

旭川

帯広

釧路

ｵﾎｰﾂｸ紋別

女満別

根室中標津

函館

青森

三沢

大館能代

秋田

山形

庄内

SPK

WKJ

AKJ

OBO

KUH

MBE

MMB

SHB

HKD

AOJ

MSJ

ONJ

AXT

GAJ

SYO

56

1

7

7

6

1

5

1

8

7

3

3

9

2

4

都市名 コード

運航便数/日

都市名 コード 運航便数/日

中

国

四

国

九

州

沖

縄

都市名 コード 運航便数/日

中

部

近

畿

北

海

道

東

北

都市名 コード 運航便数/日

関

東 ˢ2026 5ὮⱲ χⱲ⁭ ϢϤ ὓˣ

Â 国内線 50路線 約500便(出発)/日(コードシェア便含まず)
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就航都市（国際線）

ṕ2020 4 Ṗ

Â 国際線 53都市 58路線 約168便(出発)/日



羽田空港をとりまく環境



17

順位 国名 提供座席数（千）
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国別国内線市場規模（2026年4月） 世界国内線路線規模順位（2025年暦年）
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航空需要の見通し

4,921 

10,958 
2,198 

6,469 

1 2

Â 日本の人口は減少傾向
Â 国内需要は低迷
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ᾆẕ ˮ χ ὓ ῢˢ 24 1Ὦ ὓˣ˯χ ӡʾ♂

ӡᴠ τϢϥ ὓὫᴮ

ˢ ӡʿ ˣ

Â グローバルレベルで引き続き成長予想
Â 中でもアジア市場の成長が著しい

ˢ ӡʿRPK 10ᴑ kmˣ

ˢ ˣ ‚ἋṐᵫ Ẹᵓ

合計：7,119 合計：17,427

˲2016 ˳ ˲2036 ˳

グローバル
約2倍

down

RPKʿRevenue Passenger-kmʻᶆ ẁΥ ΰʺ
          “ΰθẩ χ›ὓˢ ẁ ˷ ẩ ˣ

日本の人口予測 世界航空需要予測
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アジアの主な空港プロジェクト

新ウランバートル空港
/モンゴル(2020)

新空港

北京新空港 / 中国
滑走路7本など

新空港

仁川 / 韓国
T2拡張、第4滑走路建設

既設空港

チャンギ / シンガポール
第3滑走路、T5建設など
（2030年代半ば）

既設空港

新マニラ空港 / フィリピン
(2028)

新空港

マンダレー空港/ミャンマー
（2015）

既設空港

ダッカ空港/バングラデシュ
(2025)

既設空港

スワンナプーム空港/タイ
ターミナル拡張など

(2019)

既設空港

スカルノハッタ空港改修
/ インドネシア

既設空港

香港(中国)
第3滑走路増設など

既設空港

パラオ
新ターミナル建設など

(2020)

既設空港

新大連空港 / 中国
(2018)

新空港

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ空港/ﾏﾚｰｼｱ
ターミナル拡張など

(2020)

既設空港

成都新空港 / 中国
滑走路3本(2021)

新空港

ロンタイン新空港
 /ベトナム(2026)

新空港



羽田空港機能強化への対応
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日本の成長機会

Â訪日外国人旅行客は年々増加し、政府は2030年に6,000万人の目標を掲げる
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6,000

1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

ʿ ḢΊộˢJNTOˣ

ˢ ˣ

2030

6,000万人
目標

2025

4,268万人

コロナ禍

2030
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首都圏空港の課題

ṕ Ṗ

世界の都市競争力ˢ Ṝ ∞ ʾ2016 ˣ

総合ランキング

͍ӡ ͎ӡ ͏ӡ ͐ӡ ͑ӡ

крЖр Ив˔е˔ϼ 東京 Оз ЄрϹЪ˔и

東京の分野別ランキング

Ὂↄ ᾆẕʾᵫ ᴟʾῖ ạ ḕẽ
ῖ ʾ
ϯϼЈІ

͍ӡ ͎ӡ ͑ӡ ͒ӡ 12ӡ 11位

Â 世界の都市競争力（2016年時点）において、東京は総合力で第３位だが、交通アクセス
分野では第11位の評価

Â 世界の主要都市と比べ「国際線直行便就航都市数」（羽田・成田）が課題とされた



23

機能強化の必要性

ˢ ˣ⁯ ῖ
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羽田空港機能強化

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
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⁯ ⁯∑

ˢ ˣ

2020 3Ὦ
国際線発着枠拡大

１日

約120便
１日

約170便

1.4 ̞

τᶈ

コロナ禍

̞ ʾ Ⱳḧ ḯϚ

Â 2020年3月、滑走路の使い方・飛行経路などを見直すことで、深夜・早朝時間帯以外の

国際線発着回数が 年間約3.9万回 増加
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首都圏空港の機能強化

ロンドン・ニューヨークにも迫る発着回数に！⁯ ῖ Ɫ ϢϤ⌠

これまでの方策 今後の方策

羽田空港
滑走路処理能力の再検証

滑走路運用飛行経路の見直し

（滑走路の増設）

成田空港

管制機能の高度化

高速離脱誘導路の整備

夜間飛行制限の緩和

既存滑走路の延長

滑走路の増設

約34万回
（+約４万回）

約49万回
（+約４万回）

約50万回
（+約16万回）

約49万回

約83万回 約100万回発着回数合計

+ +
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【参考】住民説明会の実施状況

フェーズ４住民説明会の開催状況（16会場、当社も民間事業者として唯一参加）



27

【参考】海外空港の事例

英国・ロンドンの事例

米国・ニューヨークの事例

ˢ ˣ⁯ ῖ

英国ロンドンでは、シティオブロンドンを中心
とした中心市街地（国会議事堂やバッキンガム
宮殿付近）の上空を通過し、ヒースロー空港に
着陸する飛行経路が設定されている。

米国ニューヨークでは、ニューヨーク
中心部（マンハッタン、ブルックリン、
ブロンクス、クイーンズ等）の上空を
通過する飛行経路などが設定されている。
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機能強化への対応

固定スポット比率の低下

Â IATA 90̋ϬӲⱱβϥτψ9˙14ІЪАЕχ ᴥ Υ

Â ⱲχІЪАЕ ˢ⁯∑ 18ІЪАЕˣπψʺ π72̋ʾС˔ϼⱲπ46̋τ ᴞ

旅客ターミナルの容量不足

Â ⁯∑ ḧ ẁ  2016 Ⱳ ʿ 1,250 ̰ 2,000

Â С˔ϼⱲ  2016 Ⱳ ʿ 12 ʾ 12 /Ⱳḧ̰ 16 ʾ 19

増枠までの短い整備工程

Â 2020 3ὮЂЫ˔ЍϱбΤϣ

Â 2020 7Ὦ ẰϷзрСАϼʾОжзрСАϼᵫ℗

既存ストックの有効活用・賢く使う

国内線施設の国際化

国際線地区内
での拡張の限界

・
機能強化の
必要性

有限の資源・
資産の有効活用

課題

対応
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羽田空港機能強化の全体像

Terminal 1

第２ターミナル事務室増床

ᵰḢˢϱЮ˔Ѕˣ

第３ターミナル拡張部

P4 駐車場増築

第２ターミナルサテライト

ᵰḢˢϱЮ˔Ѕˣ

第２ターミナル国際線施設

第１ターミナルのリニューアル

第２ターミナル北側ボーディングステーション

2018 5Ὦḁ

2018 12Ὦḁ

2019 10Ὦḁ

2020 1Ὦḁ 2019 9Ὦḁ

2019 3Ὦḁ

2020 2Ὦḁ
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第２ターミナル国際線施設の特徴

͎Ќ˔ЬЗи⁯∑ ☼ кР˔

Â 内際乗継機能の更なる強化

Å ᵬ ӱ χσΜ⁯∑ Τϣ⁯ χӱ

Å жрФ χ ὋНІ֫“

Â 更なる安全・安心の追求

Å ᴒ₢ ӻχ⅜

Å кР˔ϸ˔Грϳ϶˔иχῬ

Â FAST TRAVEL推進・新しい搭乗スタイルへの対応

Å ЈиТ︣ᴻ ΪʾІЫ˔Ей˔рχ

Å Face EXPRESSs ONE IDˣχ

Å кР˔πχ σϸϳрЌ˔

Å й˔иЂϱЖЎϴАϼϱрЂ˔РІχ
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羽田空港の跡地開発プロジェクト

ˢ ˣ⁯ ῖ
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羽田空港の跡地開発プロジェクト ～第１ゾーン～

ˢ ˣ֕ ϙϣΜᵫ
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羽田空港の跡地開発プロジェクト ～第２ゾーン～

ṕ Ṗ
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羽田空港周辺の機能 ～ＦＬＹ＆ＣＲＵＩＳＥ～

定期航路
横浜～羽田空港～お台場 アンダージェットクルーズ（昼）

お花見のツアー

羽田空港船着場
青海東京国際クルーズターミナル

晴海客船ターミナル

Â 指定管理者
Ằ⁯∑ϼи˔ЇЌ˔ЬЗиϽи˔Ф

ˢ ˣיּ Ằ  ᶴ꜠ᵓּז
ˢ  Ԍˣᶴ꜠ᵓּזЄЬЇϷϼЕ

日本空港ビルデング株式会社

Â 指定期間
2025 4Ὦ1 ˙2030 3Ὦ31

ˢ ˣ Ằ   ộ

アンダージェットクルーズ（夜）



中期経営計画（2026-2030年度）
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戦略ロードマップ

ターミナルの建設、管理・運営
需要増に応じた受動成長

羽田空港全体の最適化・価値向上を牽引
日本全体の航空需要創造へ能動的に貢献

Â 長期戦略を推進すべく、中期経営計画期間を“ビジョン実現への企業変革期”と位置付け

Â 企業変革を推進し、安定需要下における質的成長を実現

2022-2025年度

ί͎Ἃ  ẁ
ˢ֕ ʾ ∑›ὓˣ

124

ᵰ⁯ ẁ 38

⁯ ẁ
ˢ ˣ

107

2024 ם ʿ

2031-2040年度

中期経営計画
（2026-2030年度）

長期戦略を本格推進

長期戦略概成によるビジョン実現

当社グループの持続的成長

T2国際線増改修部供用（2030年代）より投資回収を順次推進

首都圏２空港旅客数
（羽成・内際合計）

170百万人

訪日外国人旅客数 60百万人+α

国内線旅客数
（日本全体）

110百万人

訪日外国人旅客数
60百万人目標

2040年代イメージ：

To Be a World Best Airport
～日本の航空旅客数最大化に貢献～

需要創造型の空港の要
(Anchor Role)

ビジョン実現への企業変革

2040年代

－安定需要下における質的成長－

国内・国際の更なる機能融合

（T2国際線増改修／T1国際化／T1-T2接続）

人流創出につながるナレッジの全国共有

（空港OS全国提供、各地域との連携強化）

大規模投資の長期遂行へ

キャッシュ・フロー創出力を強化

“需要創造”への姿勢転換へ

貢献範囲を拡げ関係者牽引力を強化

羽田空港の要
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中期経営計画（2026-2030年度）サマリ

売上高 3,400億円以上

営業利益 550億円以上

ROE 10%～12%

EPS
(1株当たり当期純利益)

300円以上

総還元性向 50%以上

信用格付 A+維持

SKYTRAX
World’s BestAirports

TOP3維持

CO2排出量削減 ▲46%

羽田空港
ターミナル外収益

+30％

従業員
エンゲージメント指数

82pt以上

Â “ビジョン実現への企業変革期”と位置付け、安定需要下での質的成長により本格飛躍への体制確立

Â 業績目標のほか、“すべてのステークホルダーへの貢献”を可視化・実現すべく、ガイドラインを拡充

2030年度業績目標・ガイドライン

旅客

地球環境

地域社会・ﾊﾟｰﾄﾅｰ

従業員

経営課題 経営戦略

内際機能融合に

向けた大規模投資

の長期遂行

“需要享受”から

“需要創造”への

姿勢転換

キャッシュ・フロー創出力を強化

貢献範囲を拡げ関係者牽引力を強化

株主/
投資家

ˢ2013 ˣ

ˢ2025 ˣ

効率

を上げる

付加価値

を高める

共創 を追求する

ˢ5 ỡˣ
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業績成長目標

Â 質的成長の成果として、売上高以上の伸び幅で営業利益を拡大

Â 収益力強化を起点に、成長投資と株主還元の両立を図る資源配分の最適化を通じ、ROEとEPSの
目標水準を着実に達成することで、株式価値を向上

̻ ẁ ̼ ⁯ ʿᵵφ6,700 πḜϞΤτ ӱ ˗⁯∑ ʿ2030 τᶈ ῇὓᵊ ˢ2,560 ˣᵕ

̻Ӯ χ ̼ 1Жи150דЦ˔Іπὓᵊ

Â施設管理運営業

‰

ְỘ ׃

1,450億円（23%増）

310億円 （9%増）

Â物品販売業

‰

ְỘ ׃

1,700億円（10%増）

350億円（27%増）

Â飲食業

‰

ְỘ ׃

450 
550 

2,898 

3,400 売上高

営業利益

2025年度実績 2030年度目標

営業利益

売上高

売上高 +17 %
ˢ2025 ˣ

営業利益 +22 %
ˢ2025 ˣ

250億円（39%増）

20億円（74%増）

(ᴑד)

2025 EPS ˹ ד274
ˢTIATἣׇὧ ỲχֲốϬ Ψˣ

効率
を上げる

付加価値
を高める

経営戦略の取組効果

営業利益＋約70億円

ϯЈАЕ‰ᴶ τϢϥ ▀ /׃ +17%
⇒15億円

™ τϢϥ ẁΚθϤ ᴣ +25%
⇒50億円

ˮ ρ ˯τϢϥⱧỘ™
⇒6億円

2030年度目標

ROE 10～12％
EPS 300円以上
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キャピタル・アロケーション －成長投資と株主還元の両立－

中期経営計画期間ˢ2026-2030 ὓˣ

負債による調達を想定

～2025年度

コロナ禍で傷んだ財務基盤
を再構築

中期経営計画（2026-2030年度）

ビジョン実現への投資拡大見据え、資本収益性強化
を基礎に事業の価値密度を高め、CF創出力強化

2030年代：長期戦略の本格化

・ターミナル整備による内際の更なる機能融合

・空港OSを全国提供、最適化・活性化を促進

Â 成長領域への投資実行により、エクイティ・スプレッドを確保しつつビジョン実現への戦略を推進

Â 一方、将来へ備えるフェーズにおいても株主還元強化を示す指標として、総還元性向を採用

Â 大規模な資金需要に対し、事業活動によるキャッシュ創出を軸に、負債調達を組み合わせて対応

Â 空港インフラの安定運営／成長戦略の長期遂行を支える財務規律として、格付維持を前提に資本配分

債務返済

株主還元

投資CF

2,200億円程度

キャッシュイン キャッシュアウト

株主還元

安定配当に自己株式取得も踏まえた総還
元性向を基軸に、株主還元強化

ˢ5 ỡˣ
総還元性向 50％以上

ṛ ᵠ

40%

Ἃ OS

15%

ᵠ

15%

ᵫ

15%

ζχ

15%

成長投資

1,000億円

程度 

資金調達

営業CF

3,500 億円程度

成長投資
1,000億円
程度



現在と今後
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整備計画への対応・国土強靭化への対応

①第1ターミナルサテライト新設
（2026年夏供用開始予定）

②第2ターミナル⇔サテライト
接続施設（2025年3月供用開始）

③ビジネスジェット専用施設整備（2021年7月 供用開始）

ṋ ⇒羽田空港の優位性確立 柔軟なターミナル運営 拡大需要の確実な取り込み
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第１ターミナル北側サテライト施設木造・木質化

֕ Ἃ 
T1ЂГжϱЕ

ự χ⁯ ṛ
ᴟⱧ

ˢᴅ ◕χ ᾆẕ ˣ

∙►
CO2ᾧ

ˢ ∙ τϢϥ῟ᴮˣ
CO2⌡ᾚ

( ₃ ρχ ᶓ)

1,800
ˢ  χϙˣ

1,990
(  ˴ ∙)

1,435 t-CO2

1,652 t-CO2

2,630 t-CO2

Â 整備中の第１ターミナル北側サテライト施設は、羽田空港では初の木造・鉄骨ハイブリッ

ド構造を採用。国産木材1,800㎥を使用し、お客様に自然のぬくもりや心地よさを提供

Â 快適な環境を実現しながら、建物で消費するエネルギーを30％以上削減するZEB Oriented

を取得
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羽田空港の今後の整備計画

ˢ ˣᶆ Ɫ ϢϤԏ

■ J R東日本 羽田空港アクセス線（2 0 3 0年頃）

Ỹḧ

■東急×京浜急行 蒲蒲線（2 0 3 5年頃）

Ỹḧ  

ׄχӡ
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羽田空港の今後の整備計画

ˢ 8 ‚Ἃộḩἰ ▄ᵵ Ϭ זּ ˣ

ˮ֕ Ἃ τΣΜοψʺἋ Ṑ χᶈ Ϟ ←ʾᾚ← ├ τⱢβϥ︡ Ϭ ϛοΜϘβʻϯϼЈІ ΰ Ϭ ϥθϛʺ

ẰẍἋ  ԏ ẉόJR ֕ Ἃ ϯϼЈІ χ ṁ ☼ Ϭ βϥϕΤʺ Ῥ χ ʺẛ Ỹχ™

ʺ כּכ◦ йЦи͐ꜛ ֫ χם χθϛχ Ϭם☼ΰϘβʻϘθʺԏΦ Φ ῇϜ‚ἋКАЕ

м˔ϼχṐ ᴞϬΩ ᾢτρςϛϥθϛχᶪ χ χếᴟẉό ←ʾᾚ←τΰΪθῐḰ χ Ϭ βϥρ

ρϜτʺ‚ἋṐχӗ σ֫‚Ϭᶎ βϥθϛχṁ ☼ Ϟ‚Ἃ ӗ☼ χ  ʾᵠ Ϭם☼ΰϘβʻ˯

T1 ЂГжϱЕ

T2

֕ Ἃ πψʺ ίἋ 
ρΰοχṐ ᶈ τΰΪοʺ
‚Ἃ ẁχ ∑ Ὃ ΰ
Ϭ ϥθϛτ σ ῢ
χ χᾁ τ ︣βϥϕ
ΤʺἋ ϯϼЈІ χṁ
☼ ʺ Ṑ χ Ϭ
Υᾋ₅ϘϦοΜϘβʻϘ☼ם
θʺ←ᵲ ῇϜ‚ἋКАЕ
м˔ϼχṐ ᴞϬΩ ᾢτ
ρςϛϥθϛʺᶪ ʺϵФ
кр χ ếᴟẉό
←ʾᾚ╙τΰΪθῐḰ χ
Ϭ ΰοΜΦϘβʻ

Ͻи˔Фψ⁯χזּ
τלμοʺ σϥ ΰ
ʺ֕ χếϙπΚϥ ∑
ὋṐ χếᴟʺ ←ᾚ← ├
τ σЌ˔ЬЗи χ☼
Ϭ ΰʺᵰ⁯Τϣχ
χᶈ Ϭ ϛοΜΦϘ

βʻ
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日本空港ビルデングの基本理念と経営方針

基本理念

経営方針

ビジネス
モデル

「公共性と企業性の調和」

Ê ẁЌ˔ЬЗиРиψớϛο῝Ặ χ‰Μ☼ πΚϤʺ

άχ‰Μ῝Ặ ► Ϭ ḧχὊְ︣ τϢϤ τ βϥάρϬ

Ὂְχṁ ρΰοΜϥ

Â ẁЌ˔ЬЗиτΣΪϥ ӗ χᶎ

Â ΣẁήϘ ӡˢ ʺᵙ ʺṐ ˣχ ẁЌ˔ЬЗиְ֫

Â ӗ Τν῟ σ ẁЌ˔ЬЗиְ֫

Â ḼỘ χếᴟΣϢόϽи˔ФḼỘχל › ΰ

Â ӟ ʺ 70 τϩθϤʺớϛο῝Ặ χ‰Μ ẁЌ˔ЬЗиРиϬ

ὺ ʾḚ ְ֫βϥ ḧḼỘρΰοʺˮ ḧχ ἻρⱢỲ˯ϬΩ ᾢ

ṉ

Â ⁯τϢϥἋ ʾ‚Ἃ ├τṁξΦʺ ẁЌ˔ЬЗиРиχᶈ χ☼

ʺ σЂ˔РІχ ằʺ ӗ ├ Ϭם☼

Â ‚Ἃᵓּזρψ τẶ Ặֵχ χᴞʺ‚ἋỘᵦχ τ‟ᾅ



株主還元方針・株主優待のご紹介
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2026-2030年度の中期経営計画では株主還元を強化

総還元性向50％以上（５年平均）をガイドラインに設定

株主還元方針

Â コロナ以降、業績拡大に伴い配当性向30％以上を目途に配当金を増額

44 45

32

16

67

90 95

30.3% 31.2%

51.9%

32.4%

30.5%

30.4%

0%

20%

40%

60%

0

25

50

75

100

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

1ᶴ θϤ Ỳˢדˣ ΰˢ̋ˣ

ˢדˣ

1株当たり配当金・配当性向
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株主優待制度のご紹介

Â 羽田空港などでご利用いただける優待券・優待割引券をお配りしております

Â また、３年以上保有（※）の株主さまを対象とした長期保有優待も導入しております

１.株主優待券

２. 株主優待割引券

３. 長期保有優待※

ˢ̞ˣ ԁᶴ︠ ‹π9Ὦ30 ẉό3Ὦ31 χᶴ︠ τ ͓ᵕӟ Ṝ∏ ψṜ ήϦθᶴ︠ήϘ
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本日のまとめ

日本空港ビルデング

について

Â ᵦπϜἔ◙χ ẁ ϬᾹϥ羽田空港τΣΜοʺ

100̋ ḧⱢ π ẁЌ˔ЬЗиϬὺ ΰʺḚ ʾְ֫Ϭ Ξ

Â 「公共性と企業性の調和」ϬὊְ τἿΫʺἋ Ṑ ếᴟτ

ᴂΰσΥϣ ׃ Ϭםᾝ

2026年度～

新・中期経営計画

Â 需要享受からさらなる需要の創造へ

χἋ χ Ϭ ◙ΰοʺⱱ Ϭםᾝ

Â ӗ ṍπχᶎΤσל τϢϤキャッシュ・フロー

創出力を強化

株主還元方針・

株主優待

Â 株主還元を強化し、総還元性向50％以上ϬϹϱЖжϱрτ

Â ֕ Ἃ Ϭ ήϦϥ τ σᶴ︠ ЮИв˔Ϭ Ӫ



将来の見通しに関する記述についてのご注意

Ɫ τἿ∏ήϦοΜϥʺ ʺχὓᵊזּ ʺ ʺ ʺ ʺ∞ ʺ χ ʾỲᶛσςχ

Ξκʺ ◊ ⱧםπσΜϜχψʺ τḩϩϥזּ χᾋ ΰτḩβϥṜ πΚϤʺ χὊְזּ Υᾝ∕

︣ᴦ σ τṁξΨ ʺ ʺ ꜡ʺ ᴣʺ ʺ ˢᴠ ˣ Ϭṁ ρΰοΜϘβʻάϦϣχם

ᾝτνΜοψήϘίϘσ χ ∕ зІϼϞ ᶎם ϬḯϭπΜϘβʻ

σΣʺ Ɫ ψ Ɫ᷉ Ϭ ρΰθϜχπψΚϤϘδϭʻ ⱢτḩβϥὨ ψʺ ꜛέיּ χέ

τΣΜο“ϩϦϘβϢΞΣḻΜ ΰ ΫϘβʻ

日本空港ビルデング株式会社 経営企画本部 経営企画部ＩＲ課

͚ͩ͡ʿ͌͏ˢ͓͓͑͑ˣ͔͕͐͌

͖͛ͭʿ͌͏ˢ͓͓͑͑ˣ͔͎͕͌

͚˵͖͢͞͡ʿir@jat-co.com

Σ Μ›δ



Appendix
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業績推移

525 570

1,130

2,175

2,699

2,898

△ 590

△ 412

△ 105

295
385 450

̚ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

2020 2021 2022 2023 2024 2025

‰ ְỘ ׃

売上高・営業利益

需要回復した2023年度以降、

３期連続で最高益更新

自己資本比率

コロナ禍で傷んだ財務体質を改善し、

40％超の安定的水準

コロナ禍

34.3% 33.2% 33.6%

36.5%

39.9%
42.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

2020.3 2021.3 2022.3 2024.3 2025.3 2026.3

ꜛᾪⱢ

コロナ禍

ˢᴑדˣ

過去
最高

過去
最高

過去
最高
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事業内容と収益構造

Â 3つの事業による安定した収益構造を構築

施設管理運営業

家賃収入
֕ Ќ˔ЬЗи χ ʾ
Ⱨ ГЗрЕע

施設利用料収入 ẁ︡ӌ☼ ˢPSFCˣ

その他 ῲ⁮ʺжϳрЅʺכּ

物品販売業

国内線売店 ֕ ⁯ ְ

国際線売店 ֕ Ϟ Ἃ τ ᵫβϥ

その他 Ἃ  ϒχᴙ ʺECⱧỘ

飲食業

飲食店舗 ֕ Ἃ  ְԐ

機内食 ֕ ʾ τ ‚βϥᵰ‚ΰΪṐ

その他 жϳрЅϾ˔ЌзрϽʺ ᴙ

2025年度
セグメント別営業収益

2,898億円

飲食業

6％ 施設管理運営業

41％

物品販売業

53％
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「選択と集中」資本コスト経営

中期経営計画（2026 - 2030年度）

Â 安定需要下での質的成長／株式価値向上の基礎として、資本収益性（ROE）を重視

Â 資本コストを意識した資源配分を通じ、長期戦略や新領域での価値創造を推進

主な取組 取組の一例

投資リターン管理の強化
¸ CFOϬЕАФρΰθ ⱢӦԌᵓ
¸ ROEБз˔Ϭ ΜθⱧỘ ӡχKPI ʾЯИЌзрϽ

不採算事業の整理、成長領域への経営資源投入
¸Ͻи˔ФṐ χ™
¸Ἃ ᵰ Ẉ χᵫ ʾ™

׃

貢献領域拡大
新たな価値創造

ˢἋ GXʺ ӽρχẶ ˣ

ビジョン実現
に向けた戦略

ˢ☼ ᵠ ʺTAM ˣ

既存事業の
収益向上

整理を検討

ROE 10%～12%target

成長分野にリソース集中

物品販売業における資産効率最適化

◕̧ χ

†̧ ᴣΥ‰ΜECЂϱЕτΣΪϥ
Ⱨ ᴦ Ⱳḧᶈ ʾ ∙ᶈ

Н̧˔ЎаиУГϰАϼᶈ ʾ ∑Мϱ
УзАЖσ ỘṐ ™ τϢϤʺ
Ὃ ∕Ⱳχ σϥ† Ϭ︡₅

効率 を上げる
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ターミナル事業の価値密度向上

Â 旅客の通過動線・滞在時間・ニーズ等を柔軟に捉え、ターミナルでの“稼ぐ力”を強化

Â サービスレベルの更なる向上・価値密度の高い滞在空間の提供により、各種料金水準を適正化

主な取組 取組の一例

トラベルリテールの高度化

【通過動線】乗継利便性向上へ、内際一体での商業機能再配置・MD構成
¸ МϱУзАЖσЂ˔РІ ὓˢ⁯ ϵзϯϒχ Ṑ χᾁ ˣ

【滞在時間】価値時間を増やす取り組みで、更なる購買機会を提供
¸ ECЂ˔РІᶈ Ϟ ꜛ Ṑ πʺ κⱲḧӊ

【ニーズ】会員プログラムや旅客サービス拡充、空港での消費額を拡大
¸ CRMϬếᴟΰ᾽ẁ ᵔϬ ᴟʺTAXзТϮрЖЄІГЭ ᵫ

施設サービスの強化

サテライト延伸等の増改修進展を踏まえ、料金へ適切に価値反映

先端技術を活用、安心・快適なターミナル機能の実装強化
¸ Ḭ χꜛ “ЯРзГϰϞДЅЌиЂϱК˔Ѕᶈ ʺ ӗᾁ₰ χḕẽᵠ

15% UP

【2030年度目標】旅客1人あたり／ターミナル1㎡あたりの収益

̞2025 Ὣ Ц˔І

Ќ˔ЬЗиχ σט Ϭᾋ Ποʺꜛ “
ЯРзГϰϬᶈ ΰӱ ὖᾚʾᵕ ΰ

量・質ともに
CRM強化

20302025

֕ Ἃ ῝꜠ϯФзDL ʾHANEDAᵓԌ ᴥ χ
CRMếᴟτϢϤʺ᾽ẁχ† ᴣʾLTVϬΰ

ὓ
50 DL

目標
200万DL

売上高

営業利益

3,400億円以上

550億円以上
target

付加価値 を高める 中期経営計画（2026 - 2030年度）
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︣ Ⱳḧʾ κⱲḧ

Ḭ ӱ / ΜⱲḧʾЂ˔РІχ όⱲḧ

“価値時間”増加
（物販・飲食店舗の利用機会増）
（多様な顧客体験創出）

ᴶ ІЧ˔Іʾᴶ Ⱳḧ

“価値面積”・“稼働時間”増加
（スペース有効活用・新サービス創出）
（施設拡張規模や遅延便を抑制しCO2削減）

ᴶ ІЧ˔Іʾ ᴶ Ⱳḧ

省力化・省人化
（生産年齢人口減でも空港運営を継続）

全体
最適

Å運用状況を全員で可視化・精緻予測の共有・対応連携

Å共通KPI管理で意思決定ベクトルを統一

ターミナル ハンドリング 離発着 出入国 二次交通

TAM基盤

目指す姿 データを統合 ⇒ 空港オペレーションの全体最適化

個別
最適

Å個社データでは量・質ともに断片的

Å異なるKPI管理で時に方向性が不一致

従来 データの点在 ⇒ 別々の意思決定プロセス

ᾝ∕

TAM（Total Airport Management ）

Â 羽田空港全体の運営基盤を構築、全体最適⇒価値創造⇒更なる空港評価・収益性向上を実現

Â 主幹事を当社が担い協調的意思決定の枠組を確立、羽田空港の運営の“要”となる

個別最適から全体最適へ 全体最適による価値創造（イメージ）

羽田空港全体での
評価向上

当社やステークホルダーの
収益性向上

旅客
滞在時間

スペース
資機材

人員

SKYTRAX World’s Best AirportsTOP3維持target

各社取組の
重複解消

アセットの
高効率運用

航空機の
定時性向上

ᴶ ІЌАТ

ᾝ∕

ᾝ∕

共創 を追求する 中期経営計画（2026 - 2030年度）
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空港GX（グリーン・トランスフォーメーション）

Â 世界のエアラインから選ばれ続ける国際空港の“必須要件”として、脱炭素化を推進

Â ターミナル外にも貢献範囲を拡げ、ステークホルダーと共に空港GXを実現

空港全体での脱炭素化推進を当社の新たな事業機会へ「東京国際空港脱炭素化推進計画」に沿った対応
ターミナル環境性能の強化

水素を燃料とする熱電併給システム導入推進（T3）

水素利活用

ターミナル入居テナントへの供給検討

当社サービス関連車両のEV化推進（循環バス等）

車両 EV化

e-GSEサービス全国展開・取扱車種拡充（特殊車両等）

供給・販売体制の構築検討

羽田空港でのSAF供給

削減計画の主な内容

省エネ機器の導入拡大（空調機の更新・スマート制御等）

エネルギーのクリーン化（太陽光由来PPA・PV活用等）

排出係数の低減

1

2

3

CO2排出量削減
▲46%

（2013年度比）
target

共創 を追求する

˲SCOPE2˳

˲SCOPE1˳

2024

GHG

2030

1

3

5.7万t

2013年度比▲46％

2

中期経営計画（2026 - 2030年度）
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施設管理運営業における取組

主な
ポイント

1,177
1,450 

283 310 

2025年度 2030年度目標

営業
利益

売上高

Â 労働人口減少や内際一体運用拡大等の環境変化を見据えた「人と技術のベストミックス」

Â 際内乗継機能強化に向けた施設増改修計画の着実な立案・推進

Â 羽田空港全体の最適化・航空産業が抱える課題解決への基盤構築

有人管理業務を圧縮、労働人口減少や運営費増に対応しつつ内際一体運用拡大への体制構築

Â AIḗ♪ϸЮжϞІЫ˔ЕἋ ʺжрФНІꜛ ֫ ᴟχם τΰΪθᾁ

アセット高稼働により面積あたり不動産収益を向上

Â ‚Ἃᵓּזχ Ϭ ϘΠθНАϼϷТϰІ™ ʺ ỘϵзϯχзИв˔ϯиὓᵊ

効率 高品質×高効率なターミナル管理運営の進化

既存工事の着実な遂行／更なる内際機能融合に向けた道筋の確立

Â T1ЂГжϱЕ ʺT2ЂГжϱЕט ῬⱧ ʺJR֕ Ἃ ϯϼЈІ Ϥ Ϧ ᴂ

Â T2⁯∑ ϵзϯ ᵠ ῬⱧχ ︣ʺT1⁯∑ᴟχᾁ

付加価値 施設増改修計画の立案・推進／安心・快適な滞在時間の追求

安心・快適な滞在時間の追求

Â ІЕйІТз˔σḬ ӱ ︣ χ ᴟʺДЅЌиЂϱК˔Ѕᶈ τϢϥӛ ếᴟ

羽田空港におけるTAM （Total Airport Management ）の体制確立

Â ›Д˔ЌФжАЕТ϶˔Э  ʺІГ˔ϼШиЍ˔ρχẸ Ӫ◘Ὠ χ ᶎ

共創 羽田空港全体の最適化・GX推進／航空産業インフラの強化

環境性能高度化・空港GXの推進

Â GSEּכ EVᴟʾẶ ᴟʺSAFằẚʺ ᶨ ʺ Ί χ ᴥ

Â Ќ˔ЬЗи ṏ зЂϱϼи 70% ϒχ︡

航空産業インフラの強化

Â ί™ᵫ ρ ὀΰθϷТϵϯЪ˔ЕṐ   ʺРЅКІЅϴАЕЂ˔РІᶈ

売上高・営業利益目標ˢᴑדˣ

売上高 +273億円（＋23％）

営業利益＋27億円（＋ 9％）

ᴣᶊᵠ Ϟᶆ ⱧỘχếᴟ τϢϥ

ρʺᾖ∙ ʾ Ὧ τ ΰ‰῟

Ќ˔ЬЗиְ֫τϢϥЀІЕЀрЕк

˔иπ Ϭᶈ׃

Ќ˔ЬЗи ˴2 ˢ96 ˣ

中期経営計画（2026 - 2030年度）
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物品販売業／飲食業における取組

59

主な
ポイント

Â 乗継利便性向上へ、内際ハイブリッドな商業機能配置・MD構成へと再編

Â 店舗面積や営業時間の制約を受けないサービス展開、CRM強化等による収益向上

Â シナジーを活かし、地方空港活性化等への貢献を通じて事業基盤を拡大

生産体制強化に向けた取組

Â ί ᾫẤ χ™ ʺṐ Ῥ τΣΪϥкЩАЕ

首都圏航空需要の拡大を見据えた生産体制強化

限られた施設面積・機能配置等の制約を超えて、内際ハイブリッドな商業構成へと再編

Â ⁯ χϱрНϳрЖ ᴥϬᾋ Πθ ™ ʾMD 

Â ∕ἷ τᴂαθԐ ְỘⱲḧχΩ ᴟʺ χᶈ

トラベルリテールの高度化

CRM強化、顧客とのタッチポイント拡大

Â ϯФзʾECʾ ϬᾺΩᵓԌṁ Ϭᶈ ΰʺД˔Ќ ᶨ τϢϥЫ˔ϾГϰрϽếᴟ

Â EC☼├ʿᵤᵰФжАЕТ϶˔Эτο ẁρχ Ыϵ Ϭếᴟ

地方空港の商業活性化をリテール事業全体でサポート

Â ְ֫ χ Ӥᶈ ʺ Ͻи˔Фזּ ằẚ Ϟ ְ֫ϱрТж Ϭ ᶧ ằ

Â ᵓԌṁ ὀτϢϥЂ˔РІᶈ ʺ ʾ ԁ πЕжЦизГ˔иᴣ ΰ

地方空港と連携した高付加価値サービス構築・将来の事業基盤拡大

新規サービス等の他空港展開強化

Â TAXзТϮрЖЄІГЭϞʺώϥήρ ꜛ Ṑ χᵰ

羽田オリジナル商品、“羽田ブランド”確立

Â ʾДЃϱрʾ ῎Υԁ ρσμθ֕ Ἃ ᾢ χ ᾓϬ ằ

1,540 1,700 

274 350 

2025年度 2030年度目標

営業
利益

売上高

売上高・営業利益目標ˢᴑדˣ

180
250 

11 20 

2025年度 2030年度目標

営業
利益

売上高Ԑ

売上高 ＋160億円（＋10％）

営業利益＋76億円（＋27％）

Ϟְ֫Ἱ χᾋ ΰʺTAXзТϮрЖϞ

EC χЂ˔РІᶈ ʺ Ἃ  ᵫτϢϤ ᶈ׃

売上高 ＋70億円（＋39％）

営業利益＋9億円（＋74％）

Ԑ χ ὓᵊʾְỘⱲḧχΩ ᴟʺṐ

ⱧỘχ ▀ ếᴟ

効率

付加価値

共創

中期経営計画（2026 - 2030年度）
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